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島野安雄･永井茂

っては過疎地と呼ばれる地域でもあって,まだ自然

環境がかなり残されている地域でもあった.そのた

め名水についても,清らかで豊かな水環境を保って

いるものも多く,何とたく安心した気分で採水調査

を行ってきた.やはり名水の地というものは,自然

な環境そのものが財産であり,このままの状態を保

って欲しいと願うものである.
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生痕化石一生痕の生物学と化石の成因

原著名TraceFossi1s-bio1ogyandtaphonomy

RichardG.Brom1ey著,大森昌衛監訳

B5判,364p.東海大学出版会.1993年

価格:4944円

生痕化石の研究は,Sei1acherたどによって第二

次大戦後急速に進歩をみせたようであるが,堆積学

や生態学の解析にも応用され,これからさらに発展

を期待される分野の一つと考えられる.日本では歌

代勤氏と生痕研究グルｰプ,あるいは田中啓策氏

たちの業績が知られている.

この著書は,2部に分けて執筆されている.第1

部生痕学(Neoichno1ogy),第2部古生痕学

(Pa1aeoichno1ogy)から構成され,現生動物のつく

る生痕について,動物の行動およびそれによる堆積

作用の観察から,まず研究を始めなければならない

とする筆者の態度が鮮明に示される.第1部で筆

者みずからの研究とほかの文献によって,堆積物に

作用する現生生痕をつくる動物の生態などを豊富な

図版によって解説している.そこから得られた原

理,法則性にもとづき,第2部において,生痕化

石およびそれがつくる堆積構造をくわしく述べ,解

析をおこなっている.

外国の構造地質学や古生物学の専門書には,それ

ぞれ物性論･力学および現生生物学について詳述し

ているものが見うけられる.この本も前半160ぺ一

ジを,現生動物と堆積物の関係･掘進動物の生態

バイオタｰべ一ションなどにあセている.いわ

ば原点にたった学問態度に貫かれている.これはな

かなか真似のできるものではない.またこの本で特

徴とするのは,深海掘削計画で採取されたコアや石

油探査だとの掘削試料にみられる生痕化石につい

て,第2部に1章をもうけて,コアのなかの生痕

化石の扱い方･研究技術まで含めて記述をおこなっ

ていることである.堆積環境や古生態の解析までわ

かりやすく述べられて,この本は原理的な立場か

ら,実際的な応用まで含めた生痕化石にかんする好

著ということができる.

翻訳は,監訳者をふくめ8人の生痕化石などの

古生物学研究者によるものである.このような特殊

な主題をあつかう原書の翻訳にあたっては,用語の

訳に苦心させられることが多いが,この訳本では用

語訳に原語を括弧にいれ,また訳注を加えるなど,

きわめて親切に仕上げられている.なお,著者みず

からの手によって,巻末に用語解説と索引が整備さ

れているのも非常に便利である.

(元地質調査所吉田尚)
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温泉の発見一地質リモｰトセンシングの利刷こよる一

日本技術士会監修,畠山武文著

地人書館,1993年3月20日発行

A5版223頁,3605円(税込み)

本書は,温泉の探し方に主題をおいている.しか

し,その構成は,地質学と温泉に関して研究するこ

とが温泉探査に直結するという筆者の考えを反映

し,温泉探査に必要な地質学的基礎知識に重点がお

かれている.全13章よりなるが,主題である温泉

探査についての記述は第12章(ただし,総頁のほぼ

4分の1を占める)のみであり,残りの第1～11章

は温泉探査に必要た地質学およびリモｰトセンシン

グに関する基礎事項の説明に当てられている.た

お,第13章は付録的情報である.以下,この章立

てを示す.

地球の多

目本列島の生い立ち

地球の進化とフレｰト･テクトニクス

火山の分布

火山と地熱･温泉

温泉の形成

日本の温泉

温泉･鉱泉の定義と分類

温泉の湧出機構

10)地質リモｰトセソジング

11)地形･地質情報としてのリモｰトセンシング

･リニアメント

12)温泉探査

13)日本の温泉インフォメｰション

基礎事項の説明である第1～11章は,読者の知識に

応じて読み飛ばすことも可能であり,興味のある章

のみの抜き読みもできよう.本書の中心である第

12章では,多くの温泉探査法(地温探査法,放射能

探査法,地球化学探査法,電気探査法,およびリモ

ｰトセンシングによる調査解析など)を一応に述べ,

初学者にもその探査法を外観できるよう配慮がなさ

れている.また,リモｰトセンシングによる解析に

ついては近未来への発展を期待し,副題に示すと共

に,他の探査法に比べ多めに頁を割いている.

全体として,基礎事項から実際の探査まで幅広く

扱い,バランスの良い仕上がりになっている.た辛

し,バランスの良いがゆえに,一つ一つのより詳細

な説明までは期待できたい.リモｰトセンシングに

よる解析の説明に関しても,概説に加えいくつかの

方法論および2,3の応用例を示すに留まっている.

しかしながら,辞書的に引ける参考書としては十分

な詳しさを持ち,温泉探査に従事する技術者･研究

者の座右の書として有効に活用されることカミ期待さ

れる.

(国際協力室長谷紘和)

地底博物館r鯛生金山｣

〒877-03大分県目田郡中津江村大字合瀬3750

管理事務所Te1:0973-56-5316
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朝鮮半島から日本海･西南日本を経て四国海盆に

至る総延長約1400km幅約200kmの地帯の地質･

地球物理図が,地質調査所と韓国地質資源研究所の

研究者(寺岡易司ほか11名)により編纂され,昨年

(1992)多色刷りで出版された.この地帯は,アジ

ア沿海鉱物資源共同探査調整委員会(CCOP)とユネ

スコの政府間海洋学委員会(IOC)の共同プロジェク

トとして1973年に開始されたSEATER(Studiesin

EastAsianTectonicsandResources)計画で東アジ

アに設定された10本のトランセクトのひとつであ

る(付図参照).

今回出版された日本一韓国の図面は,B全版2枚

に200万分の1縮尺の地質および地質構造の平面図

と断面図,鉱物資源分布図,磁気および重力団,震

源分布図たどを並べて配置してあり,大陸から島弧

を横断するこの地帯の地球科学的諸特徴が,配色の

美しさもあって,大変見やすく表現されている.凡

例は別のB1版1枚にまとめられており,地層や鉱

床の時代や成因など詳細なデｰタが盛り込まれてい

る.例えほ鉱床については,鉱種と型を色と記号で

分け,さらに個六の鉱床の規模と時代が判別できる

ように工夫されている.付属のB5版24頁の英文解

説書は,凡例について更に説明するとともに引用文

献を加えて利用者の便宜を図っている.全体を見わ

たして特に評者の目を引いたのは,地質構造断面図

であった.その縦横比が1:1たのは,この種の図

面では当然の事であろうが,普段見慣れないだげ

に,驚きに似た新鮮な印象を与える.
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計画された10トランセクトのうち図面が出版さ

れたのは,本図の他にバンダ海とシャワｰカリマソ

タソｰサラワク地帯(1991年,いずれも白黒印刷)だ

けであり,残る7地域については完成の見通しが

立っていないという.この種のプロジェクトでは,

様々た造構運動の歴史をもつ地域を同一スケｰルで

比較検討して初めて個々の地域の特色が浮かび上が

って来るし,そこから次の段階へ進めるはずであ

る.予定の半分も出来ないというのは極めて残念な

事で,プロジェクト責任者の今後の対策を期待した

い.(地質ニュｰス編集委員会佐藤興平)
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第5回地質調査所研究講演会

テｰマ:地質図で表現された日本列島の素顔

日時:'1993年11月15目10:30～17:OO

場所:三会堂ビル9F石垣記念ホｰル

東京都港区赤坂1-19-13

申込先:㈲日本産業技術振興協会
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